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４．研究開発の成果 

 

スクリーニングおよび化合物合成支援 

 

・九大拠点での「スクリーニング支援」の実績として，機器の技術支援により，平成27年度に新たに4

件のヒット化合物が発見された。 

・九大拠点での誘導体合成と最適化の実績として，平成27年度に計8件の支援が行われた。 

 

創薬標的化合物の開発および同定 

 

・がんを標的とした酵素 A阻害剤のリード化合物を基に，高活性な誘導体化合物を開発した。 

・がんを標的とした微小管阻害剤のリード化合物を基に，高活性な誘導体化合物を開発した。 

・中枢神経疾患を標的としたイオンチャネルを阻害するリード化合物を基に，高活性な誘導体化合物を

開発した。 

・炎症･免疫を標的としたタンパク質転写活性化剤のリード化合物を基に，高活性な誘導体化合物を開

発した。 

・がんを標的とした新規分裂期制御因子阻害となり得る高活性な誘導体化合物を開発した。 

・炎症・免疫を標的としたタンパク質-タンパク質相互作用を阻害する類縁化合物を同定した。 

・がんを標的とした酵素 B阻害剤の類縁化合物を同定した。 

・循環器の改善を目的とした GPCR アンタゴニストの類縁化合物を同定した。 

・内分泌・代謝疾患の治療を目的とした分化誘導剤となり得る新規化合物を発見した。 

・難治性疾患を標的としたタンパク質凝集阻害剤となり得る新規化合物を発見した。 

・がんを標的としたシグナル伝達活性化剤となり得る新規化合物を発見した。 

 

誘導体合成 

 

・九州大学薬学研究院の 5 研究室に加え，理学研究院（2 研究室），工学研究院（1 研究室），先導物質

科学研究所（2 研究室）の計 10 研究室からライブラリーに供出可能な化合物リストの提出を受け，150

化合物の新規登録を行った。 

 

・構造活性相関研究の結果を基に，更に高活性及び高選択的な分子標的薬の開発を行い，40 種類の新規

化合物を合成した。 

 

特許出願 

 



・抗炎症剤及び新規化合物 (特願 2015-176745) 

・規則的に配置された同一サイズのスフェロイド群及びその利用 (特願 2016- 37519) 

・Combination of polypeptides for screening for agents to induce nucleolars stress response and screening methods

（US Provisional Patents Application, 62/165548 2015） 

・「癌の処置のための方法」（特願 2014-266001） 
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